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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２７年３月５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２５年４月２日 １４時００分ごろ 

発生場所 島根県隠岐諸島島後
ど う ご

（隠岐の島町）南東方沖 

 島根県隠岐の島町所在の池尻埼灯台から真方位１６１°１.７海里

付近 

 （概位 北緯３６°１０.８′ 東経１３３°２２.８′） 

事故調査の経過  平成２５年４月５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第三清幸
せいこう

丸、２９トン 

 １３６１３７、有限会社清幸丸 

 ２８.７５ｍ×４.８７ｍ×２.２５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、７３６kＷ（動力漁船登録票による）、平成１３年

１０月２１日 

 乗組員等に関する情報 機関長 男性 ２９歳 

 五級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 平成２３年３月２３日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２３年３月２３日 

  免状有効期間満了日 平成２８年３月２２日 

専任機関長 男性 ６４歳 

 五級海技士（機関） 

  免 許 年 月 日 昭和５０年９月５日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２１年７月２８日 

  免状有効期間満了日 平成２６年１０月１０日 

 死傷者等 なし 

 損傷 機関室及び操舵室が焼損 

 事故の経過  本船は、船長及び機関長ほか９人が乗り組み、島後南東方沖を航行

中、平成２５年４月２日１４時００分ごろ、甲板上で水揚げ作業の準

備をしていた乗組員が、機関室から煙が出ていることに気付いた。 

 本船は、乗組員が、直ちに持運び式消火器で消火しようとしたが、

煙が充満して機関室に入れず、消火作業ができなかったので、操舵室

の船長に報告し、船長が所属の漁業協同組合に事故の発生を知らせる
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とともに救助の要請を行った。 

 本船乗組員は、１４時４５分ごろ来援した僚船に全員救助された。 

 本船は、来援した巡視船により消火作業が行われて鎮火し、隠岐の

島町西郷港へえい
．．

航された。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ 本事故時の状況、写真２ 

本事故後の状況 参照） 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 南南西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項  本事故当時の機関長は、専任機関長が休暇の間の代理として乗船し

ており、本船の整備等は主に専任機関長が行っていた。 

 機関長は、主機を始動する前に機関室内の点検を行っていたが、油

の漏れ等を認めなかった。 

 本船の機関室は、船体中央部にあり、出入口が２か所設けられてい

た。 

 本船は、平成１６年の主機換装に伴い、電気配線を交換した。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

 本船は、島後南東方沖を航行中、機関室から出火したものと考えら

れるが、出火した状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、島後南東方沖を航行中、機関室から出火したこ

とにより発生したものと考えられる。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本事故時の状況 
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写真２ 本事故後の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


